
 

                                                                                             
                                                  

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月12日実施） 

総合評価（３月26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・学習指導要領の趣旨

や生徒の実状に応じつ

つ、配慮を必要とする

状況にも対応できるカ

リキュラム・マネジメ

ントに取り組む。 

 

・新しい時代に必要と

なる資質・能力の育成

をめざし、授業改善と

探究活動の充実を図

る。 

①教育課程に関する検

証を行い、成果と課題

について整理する。 

 

 

 

 

 

 

②探究のプロセスを取

り入れ、授業改善を促

進し、授業における１

人１台端末の利活用を

拡大する。 

 

①成績処理業務以外でも

教科会を行い、教育課程

及び授業研究に関する検

証・議論を深める。 

 

 

 

 

 

②定期的な授業改善研修

を実施し、ICT利活用に関

する先進事例及び校内の

取組事例を共有する。 

①各教科で教科指導及び評

価の課題は整理できたか。 

①公開研究授業に組織とし

て取り組めたか。 

 

 

 

 

 

②生徒による授業評価にお

いて、授業のあり方につい

て好意的な評価が９割５分

を超えたか。 

② ICT 利活用に関する先進

事例及び校内の取組事例を

共有することができたか。 

（会議等を３回以上） 

①公開研究授業に向けて教

科全体で協力して指導案を

作成することで、指導及び

評価の課題を共有し、組織

として取り組めた。 

 

 

 

 

②前期の生徒による授業評

価において、授業の在り方

について好意的な評価が９

割２分であった。 

②ICT 利活用に関する事例

共有を３回行った。 

①研究協議後の教科

会議を実施し、より

公開授業研究の充実

を図る。 

 

 

 

 

 

②職員会議とあわせ

て実施している授業

改善研修を継続す

る。また、Teamsを活

用して事例共有を行

う。 

②授業での生徒のペアワ

ーク等のコミュニケーシ

ョンに対する不安の解消

についてどう対応するの

か。また、上手く取り組

めない生徒の支援につい

てどう対応するのか考え

ることが課題である。 

 

②生成AIの利活用に関し

ての研修を充実させるこ

とが大切である。 

①公開研究授業に向けて教

科全体で協力して指導案を

作成することで、指導及び

評価の課題を共有できた

が、研究協議後の教科会議

は実施できなかった。 

 

 

 

②後期の生徒による授業評

価において、授業の在り方

について好意的な評価が９

割４分であった。 

②生成 AI の活用事例を含

むICT利活用に関する事例

共有を行った。 

①年間授業改善計画

として、各教科の授

業改善目標を集約す

る形式を検討する。 

 

 

 

 

 

②生徒間の学び合い

の改善策や支援策を

検討する。 

②今年度も実施して

いる授業改善研修を

継続する。また、

Teamsを活用して事例

共有を行う。 

２ 
（ 幼 児 ・ 児
童・） 
生徒指導・支援 

・教育活動全般をとお

して生徒の主体性や人

間性を高め、社会に貢

献できる人材を育成す

る。 

 

・生徒理解を深め、個

に応じた柔軟な支援を

行える体制を組織的に

整備し充実させる。 

 

①規範意識や身だしな

みについての意識の醸

成を図る。 

 

 

 

 

 

②ＳＣ、ＳＳＷを効果

的に活用し、生徒の抱

える問題の早期発見に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

③学校行事や部活動等

を活性化させることに

より、生徒の主体性や

協調性の向上を図る。 

 

①モラル・マナー教育の

充実と丁寧な指導によ

り、基本的な生活習慣を

確立させるとともに、規

範意識を高めるために頭

髪・遅刻・服装指導をす

る。 

 

②教育相談体制を確立

し、個別支援を充実させ

るために生徒情報交換会

を複数回実施する。 

②生徒支援の職員向け研

修会を実施し、支援体制

を具体化する。 

 

 

 

 

③実行委員の生徒等の意

見をもとにした行事運営

を行う。 

③行事や部活動等におい

て、生徒同士の協働を重

視した活動を行う。 

①校則や社会規範に対する

生徒の理解を深めた上で、

時間厳守、挨拶励行、服装

頭髪マナーの向上等を図

り、指導対象者数を前期と

比べて後期に減らすことが

できたか。 

 

②教育相談コーディネータ

ーやＳＣ、ＳＳＷの連携が

できたか。（会議等を月１

回以上） 

②生徒支援におけるフィー

ドバックで支援担当及び担

任の共通理解が図れたか。 

 

 

 

 

③実行委員の生徒等にアン

ケートを実施し、活動を通

して主体性や協調性が向上

したという生徒が８割以上

いたか。 

①４月に登校指導実施、各

年次で遅刻指導・頭髪指導

を行った。HRや全校集会で

服装指導を行い、身だしな

みについて意識の醸成を図

った。 

 

 

②６月と 10 月に県の施策

である「かながわ子供サポ

ートドック」の実施を受

け、ＳＣ、ＳＳＷとの連携

が推進されている。（会議

等を月１回以上行った） 

②職員対象の研修会を実施

した。 

 

 

 

③現在までに終了している

行事の実行委員のアンケー

ト中間結果として、主体性

や協調性が向上したという

生徒が９割以上いた。 

①遅刻生徒からの不

審者等の報告が多

く、遅刻指導・頭髪

指導に加えて服装指

導についても引き続

き指導を行う。 

 

 

②早期に対応が必要

な生徒に対して支援

を行う。 

②次年度も継続して

実施する。 

 

 

 

 

 

 

③行事の実行委員の

アンケート結果とし

て、主体性や協調性

が向上したという生

徒が９割以上いた。 

 

①引き続き指導の充実を

図ることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

②かながわサポートドッ

クの運用について、他校

ではこれまで見えなかっ

たところが見えたといっ

た利点もあるようだが、

本校でもその評価を実施

し、必要であれば学校独

自のサポートを追加で行

う等の対策をとるべきで

ある。 

 

③部長会の実施等、教員

の働きかけがきっかけで

あっても、その後の活動

が生徒主体で行われてい

る点は良い。生徒が変わ

っても活動を継続してい

くことができるよう、伝

承のシステムを作ること

が重要である。 

①１月に登校・服装指導を

実施し、警察と連携し不審

者対応を行った。服装につ

いては 12 月に全校集会で

注意喚起を行い一定の改善

が見られた。 

 

 

②「かながわサポートドッ

ク」の実施を受け、プッシ

ュ型面談で一定数の生徒を

支援へ繋ぐことができた

が、プッシュ型面談以外の

相談数が減少している。ま

た、支援が必要だと感じて

いる生徒もSC・SSWのどち

らに相談してよいかわから

ないケースがあった。 

 

③生徒自身が考えて行事の

内容や準備の計画を練り、

実現に向けて進めていくこ

とができた。また、部長会

が始動し、自分たちの活動

の発信を始めた。 

③生徒が変わっても継続で

きる仕組みをつくっていく

ことが課題である。 

①来年度は定期的に

登校指導を警察と連

携し行っていく必要

がある。基本的な生

活習慣は HR 等で教職

員全体で共通理解の

もと指導していく。 

 

②来年度も５月と９

月に「かながわサポ

ートドック」を実施

し、早期に支援でき

る体制にする。ま

た、生徒へ教育相談

の情報を分かりやす

く発信する。 

 

 

 

③次年度も継続して

いく。また生徒会本

部と行事の実行委委

員会及び部長会の連

携を強めていく。 

③部長会も実行委員

会と次年次のリーダ

ーを含めて活動を実

施する。 

令和６年度 学校評価報告書（実施結果） 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月12日実施） 

総合評価（３月26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・校内での指導・支援

と学校外の教育力を系

統的に展開することに

より、生徒一人ひとり

が自己の適性を正しく

理解しながらキャリア

意識を高め、希望する

進路を実現できる体制

を整える。 

 

 

①自己の適性を理解さ

せるとともに職業意識

を持たせ、将来の目標

実現に向けての活動に

つながるようにする。 

 

 

 

 

 

②探究的な学びについ

て３年間のまとめをす

るとともに探究的な活

動をキャリア教育につ

なげられように支援す

る。 

①外部模試や適性検査、

各種講演会や説明会など

学校外の教育力を活用

し、現状把握をするとと

もに目標設定をさせる。 

 

 

 

 

 

②「総合的な探究の時

間」を通して学びのスタ

イルを身に付けさせると

ともに、興味・関心をキ

ャリア選択につなげさせ

る。 

①アンケートを実施し、自

分の客観的な位置を把握で

きた、１年間学習活動を継

続し目標を実現できたとい

う生徒が８割以上いたか。 

 

 

 

 

 

②アンケートを実施し、希

望する進路先や受検方法の

決定に際し、妥協したり安

易に決めたりせず、自己の

目標や適性に沿ったものと

なったという生徒が８割以

上いたか。 

①自己診断テストや職業ワ

ークを実施し自己理解や職

業理解を深め将来について

考えさせることができた。 

①卒業生向けのアンケート

で自分の将来（進路実現）

に対する質問について好意

的な評価が８割２分であっ

た。 

 

②１・２年次ともに生徒に

よる授業評価のすべての項

目で、好意的な評価が９割

以上である。３年次は総合

型ののべ受験者数が 35 名

から69名に増えた。 

①キャリア教育３年

間の流れをどうした

らもっと生徒に意識

させられるかさらに

検討する。 

 

 

 

 

 

②探究の２年間の流

れを見直す。また、

大学受験方法につい

ても分析を行う。 

 

①引き続き進路指導の充

実を図ることが大切であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

②横浜南地区探究的学習

発表会を見学して、大人

にはない視点から物事を

捉え充実した発表を行っ

ており感心した。 

①４月、８月、３月に外部

テストを実施し、４月と３

月の外部テストについて分

析報告会を実施することで

進路について意識づけがで

きた。また、５月と９月の

面談資料としても活用でき

た。 

 

 

②１年次は体育祭という身

近なテーマから探究活動を

体験させ、２年次は夏休み

の調べ学習を通して個人の

テーマを決めた。３年次は

探究の経験を総合型受験に

活かすことができた。 

①計画的に外部模試

を実施できるように

なったので、年度別

比較や個人の取組み

状況などからさらに

きめ細かく進路指導

をする。 

 

 

 

②探究の２年間の流

れを見直す。 

②総合型受検が併願

可能になったことで

安易な受験をしない

ように指導する。 

４ 地域等との協働 

・地域や保護者等との

連携・協働を図り、信

頼され開かれた学校づ

くりを推進する中で、

生徒の主体性や社会性

を育む。 

 

 

 

①保育園ボランティア

をはじめ、近隣の小中

学校との連携を推進

し、生徒の主体性を育

む。 

 

 

 

 

②地域貢献活動等を推

進し、教育環境の整

備・充実を図るなか

で、生徒の社会性を育

む。 

①長期休業期間を利用し

て、保育園ボランティア

等への生徒参加を促す。 

①近隣の小中学校と連携

して、地域祭りへの生徒

参加を促す。 

 

 

 

②説明会や面談を通し

て、地域貢献活動等ボラ

ンティアへの積極的な参

加を促す。 

①保育園ボランティア等へ

の参加数が 20 名を超えた

か。 

①地域祭りへの参加生徒が

10人を超えたか。 

 

 

 

 

②参加者にアンケートを実

施し、活動を通して地域の

一員としての意識が高まっ

たという生徒が７割以上い

たか。 

①保育園ボランティアへの

参加が14名であった。 

①夏休み中の募集だったこ

ともあり、地域の祭りへの

参加希望生徒はいなかった

が、近隣の保育園との交流

を吹奏楽部生徒 12 人が行

った。 

 

②11月に清水ケ丘公園を含

む近隣清掃の地域貢献活動

を実施した。卒業生向けの

アンケートで地域貢献の意

識向上に対して好意的な評

価が８割１分であった。 

①地域祭りを宣伝す

る方法及びボランテ

ィア委員会のあり方

を検討する。 

 

 

 

 

 

②今年度は３学年一

斉に実施した。より

広い範囲での活動が

できた。次年度も継

続する。 

①吹奏楽部の生徒が園児

との話し合いの機会を持

つなど、演奏以外での関

わりがあった点が非常に

よかった。生徒自身で想

像する教育が行われてい

る点を評価したい。交流

が発展してきている。 

①普段あまり接点のない

小学校と高校との連携を

どのようにするかが課題

である。 

①部活動と保育園の交流を

行うことができた。 

①地域へのボランティアの

参加がほとんどない。 

 

 

 

 

 

②地域貢献活動を学校全体

で実施したことで、広範囲

の活動ができた。 

①地域との交流の進

め方についてボラン

ティア委員会を中心

にすすめる。また、

ボランティアの生徒

へのアナウンスを早

めに行い、参加者20

名を目指す。 

 

②次年度も学校全体

で地域貢献活動を実

施する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・地域や保護者をはじ

め社会の教育ニーズに

対応しながら、安心し

て学ぶことのできる教

育環境を整備し、学校

の取組に関する情報を

積極的に発信する。 

 

・職員の教育公務員と

しての自覚を高めつ

つ、ワークライフバラ

ンスを推進しながら協

働性を高め、業務の効

率化を図る。 

①校舎の老朽部分や校

内の危険個所を改善

し、安全な教育環境を

つくる。 

 

②HP の充実を図り、学

校の取組が見えるよう

にする。 

 

 

③専任の職員だけでな

く、非常勤職員を含め

た全職員で事故防止及

び不祥事防止に努め

る。 

①毎月の衛生委員会によ

る危険個所の点検機会を

利用し、速やかに対応で

きる体制をつくる。 

 

②教育活動を積極的にホ

ームページに掲載する。 

 

 

 

③不祥事ゼロプログラム

を全職員で確認し、毎職

員会議前に不祥事防止研

修会を実施する。 

③ヒヤリハットな事例を

非常勤を含めた全職員で

共有する。 

①適切に点検を実施し、状

況を全体で把握することが

できたか。 

 

 

②清陵ナビで月２回以上の

情報発信が行えたか。 

 

 

 

③毎職員会議に研修を実施

し、情報共有を図り、事

故・不祥事を防げたか。 

③職員の自覚や協働性を高

めることはできたか。 

①職員室や印刷室の不要な

ものを点検および処分し

た。 

 

 

②清陵ナビで月２回以上の

情報発信を行った。 

 

 

 

③毎職員会議前に事故防止

会議を実施している。 

③県からの資料を活用し、

様々なヒヤリハットな事例

を共有した。 

①今後も整理しなが

ら危険個所等の点検

を行う。 

 

 

②行事や集会等の様

子を写真で記録する

ように都度声がけす

る。 

 

③朝の打ち合わせ等

でも、事故防止を呼

び掛ける。 

 

①②生徒、保護者の本校

の教育に対する満足度が

年々上っていくように努

力すること。 

 

②地域貢献活動等の様子

もHPでアピールすること

が必要である。 

 

 

③引き続き研修等の充実

を図ることが望ましい。 

 

①過去から残されたものを

処分した。今後も定期的に

確認を行い、不要・老朽化

したものは計画的に処分す

る。 

②清陵ナビで例年以上の情

報発信を行い、学校の様子

を伝えることができた。 

 

 

③全職員で事故防止に取り

組む体制はできている。情

報化に伴う事故について全

職員で共有を図る必要があ

る。 

①１年に３回程度、

点検を呼び処分する

機会を設ける。 

 

 

②地域貢献活動等の

情報発信を含め、HP

の編集ができる教員

を育成する。 

 

③事故防止研修会だ

けでなくTeamsの掲示

板等を用いて共有を

図る。 

 


